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問題共有バンク事務処理要領 

 

１ 問題共有バンクの利用申込 

  問題共有バンク（問題情報管理システム）の利用申込については、MEXCBT 運用支援サイトから  

以下の手順で行う。 
 
  MEXCBT 運用支援サイト：https://support2.mexcbt.mext.go.jp/ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添２ 

※公立の場合 

 国立・私立の場合は 

↓のボタン 

 

 

 

①クリック 

②クリック 

③クリックして、設置者情報として 

登録済のメールアドレスを入力する。 

※登録されていないメールアドレス 

からはログインできないので注意！ 

https://support2.mexcbt.mext.go.jp/
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 同意する。  

担当課（室）長 職・氏名 

担当者名 

電話番号 

テスト作成サイト及び問題情報管理システムの利用に当たっては、以下の運用ルールに同意してください。 

MEXCBT 問題共有バンク運用ルール 

テスト作成サイト及び問題情報管理システムの利用申込 

 

 
運用ルールは本要領６ページ 

にも掲載 

⑥必要事項を記載して 

クリック 

○ 更新 

 

○○県教育委員会 ○○県 

 
テスト作成サイト及び問題情報管理システムの利用申込 

⑤クリック 

既に問題情報管理システムの 

アカウントを発行されている場合は 

更新をクリック 

○○県教育委員会 

テスト作成サイト及び問題情報管理システムの利用申込 

 ④クリック 

※ 画面は開発中のものですので一部変更となる 

可能性があります。 
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２ 問題の共有方法（共有できない場合の登録方法も含む。） 

（１）問題を共有する方法 

   問題共有バンク（問題情報管理システム）で「問題内容公開範囲」を「公開」と設定して問題を

登録し、他の地方自治体等に共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）問題を共有できない場合の登録方法 

   問題を共有できない場合は、 「問題内容公開範囲」を「グループ限定公開」と設定して問題を登録

する。この場合、デリバリ情報を登録する画面の備考欄に「グループ限定公開」とする理由を記載

する。また、調査等の実施後にも公開できないＩＲＴ分析を行う問題等を除いて、調査等の実施後

１か月以内を目途に、改めて（１）の方法により問題をアップロードし、他の自治体等に共有する

（この場合、メタ情報等の登録まで行えばよく、デリバリ申請（学校への公開）までする必要はな

い。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「公開」を選択して 

アップロード 

※「問題内容公開範囲」は、問題情報管理システム内の「グループ限定公開」

又は「公開」を設定するものです。 

（問題のデリバリ設定時に、全ての学校で配信可能にする「全公開」又は一部

の学校でのみ配信可能にする「限定公開」とは別の設定です。） 

 
「グループ限定公開」を 

選択してアップロード 
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３ 共有された問題の利用方法 

  他の地方自治体等が作成した問題を利用する場合については、以下の手順によることとする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○○ 

○○ 

○○ 

○○ 

（○○県立○○高校作成） 

Ａ999999 

 
①利用したい問題の「問題タイトル」を 

クリック 

問題情報管理システム 

問題の共有及び公開について 

 

・ MEXCBT は、文部科学省の公的 CBT システムであり、MEXCBT に搭載された問題は、基本的に地方自治体等で共有し、全国の学校等で活用され 

ることを念頭に置いていることから、MEXCBTで作成された問題は、共有や公開ができない場合※を除き、原則、共有し、全国公開とします。 

 ・ テストで使用する写真、図、イラスト等の著作権・肖像権等 （以下「画像の著作権等」という。）の利用許諾は、特段の事由がある場合を除き、 

その利用について限定的な範囲に留めることなく、全国で利用可能となる範囲での取得に努めてください。 
 

※ 問題の他の地方自治体等の共有や全国公開ができない場合（例） 

① 地方自治体が実施する学力調査等で、結果データ提供サイトを利用する場合や、調査等実施期間中に問題が全国に共有又は公開される 

ことで調査等の適切な実施が妨げられるおそれがあるため、一時的に限定公開する場合 

（この場合、実施後１か月以内を目途に、別途「問題内容公開範囲」を「公開」として問題情報管理システムに登録してください。） 

② IRT 分析を実施する予定である問題等で共有や全国公開することで今後の事業の実施が著しく困難になる場合 

③ 画像の著作権等の利用許諾範囲が地方自治体又は学校内に限定されている場合 

④ 完成前に問題の動作を検証するために搭載する場合 

⑤ その他 
 

・ 問題情報管理システム内での「問題内容公開範囲」を「グループ限定公開」とする場合やデリバリ公開範囲を「限定公開」とする場合は、 

その理由を上記①～⑤の番号から選択の上、「備考」欄に記載をしてください。⑤の場合は具体的な理由も記載してください。 
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※ 現状においてメタ情報に係る検索機能がないが、令和６年度以降、メタ情報の検索機能の開発が

完了すれば、他自治体の使用について、出典元の自治体が把握可能となる予定である。 

（出典） 

8463503312300000 

A999999_1 1 問題演習電磁気ホール効果 高校３年物理

○○県 

 

②クリックして、QTI ファイル 

（ZIP ファイル）を任意のフォ

ルダにダウンロードする。 

 

③テスト作成サイト（「アイテム」メニュー）で任意のフォルダを選択して、 

「インポート」ボタンをクリックし、問題情報管理システムからダウンロード 

した QTI ファイルを取り込む。 

  ※「新規クラス」ボタンで新しいフォルダを作成し、そのフォルダに 

インポートすることを推奨。 

 取り込んだ問題を利用して、アイテム、テストを作成する。 

テスト作成サイト 

問題情報管理システム 

 
④問題情報管理システムで問題を登録する際に、アイテムメタ情報の 

設定において、利用した問題の「問題タイトル」を「アイテムメタ２ 

（出典）」に入力する。 
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４ 運用ルール 



 
 

7 

 



 
 

8 

 

 


